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「フィンランドの学校教育とその文化的背景 
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第一章 「研究旅行の目的」 
 

私はカラフルな花柄模様で有名なマリメッコ

(marimekko)というフィンランドのブランドが

高校時代から好きで、それをきっかけにフィン

ランドに興味を持ち、最近では「学力世界一」

というニュースも聞くようになった。近年、経

済協力開発機構 (OECD = Organization for 
Economic Cooperation and Development)の学

習 到 達 度 調 査 (PISA = Programme for 
International Student Assessment)によると、

日本や中国のほかにも、フィンランド、シンガポール、韓国などの児童が優れた学力を維

持しており、教育先進国として世界中から注目を集めている。このようなフィンランドの

教育水準を象徴するものとして、「世界一の図書館サービス水準」がある(西川馨著『学力世

界一を支えるフィンランドの図書館』p.100)。 
一方で、フィンランドはサンタ・クロースの国としても有名であり、フィンランド郵政

省がフィンランドの北方のロヴァニエミにサンタ・クロースの住所を定めており、サンタ・

クロース中央郵便局に手紙を書くと、返信としてクリスマスカードが送られてくる。ちな

みに、フィンランドには「本物のサンタ・クロース」が五人いるとされており(葛野浩昭著

『サンタクロースの大旅行』pp.200-201)、クリスマスの時期には世界中を訪問している。

また、フィンランドでは、赤いトンガリ帽子に赤い服を着た妖精トントゥが森の中や家々

に住んでいて、隠れた形で人間の生活を助け、サンタ・クロースのお手伝いもしていると

されている。 
そこで、私はフィンランドの高水準の教育とこのような民間習俗の関係に興味を持った。

確かに、フィンランドの高水準の教育と民間習俗を直接的に結びつけることはできないか

もしれないが、フィンランドは娯楽の少ない寒冷地で、家も狭いものが多いので、幼少期

からの読み聞かせが定着しており(西川馨著『学力世界一を支えるフィンランドの図書館』

p.110)、PISA の「読解力」部門の好成績にも反映されているのではないかと思う。 
最近では、『朝日新聞 朝刊 2013 年 5 月 2 日 教育 10 版』p.23.によると、全国都道府県

教育長教育会議(東京)が、経済協力開発機構(OECD)の学習到達度調査(PISA)で好成績だっ

たフィンランド、シンガポール、韓国の教育事情を報告書にまとめている。それによると、

フィンランドの教育には、①少人数学級の導入、②低学力の児童の支援強化、③大学院修

士課程修了という教員資格の義務化、④充実した教育費(教育費を公的財政で支えている割

合が日本の 66％に対して、フィンランドは 97％)という特徴があり、これらが「学力世界

一」と言われるフィンランドの教育界の背景にある。なお、PISA は十五歳児を対象として、
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学力（数学、読解、科学、デジタル読解）と生活実態の調査を三年ごとに実施しており、

最近では上海や香港の躍進も注目されている。また、今年 4 月には『フィンランドの木造

教会を訪ねて 小さな教会から世界一大きな教会へ』(リトン, 2013)という本も出版され、

フィンランドの教会建築やサンタ・クロースのキリスト教的由来やその現代的役割につい

ても研究を広げていきたい。 
以上のような点を踏まえて、フィンランドの教育現場や図書館、サンタ・クロース村を

訪れ、教育方法やその内容、サンタ・クロースと妖精トントゥの役割を実際に体験し、フ

ィンランドの児童の学習環境を調べてみたいと思う。 
 
 

第二章「期待される成果」 
 
本学図書館と福岡市総合図書館にも妖精トントゥの本は数冊しかなく(絵本『フィンラン

ドの小人たちトントゥ』など）、現地に行って図書館で探したり、学校訪問のツアーに参加

したり、サンタ・クロース村で働いているとされているトントゥの役割を調べることで、

教育と習俗の関係がある程度分かると思う。 
世界では、一方で内戦や周辺諸国との戦争で、幼少期から銃を持たされるなど、教育環

境の整っていない国もあれば、自分の国にサンタ・クロースやその村があって、将来に対

する夢を抱きつつ成長できるような国もある。こうした夢が現実的にある国では、身近な

サンタ・クロースのプレゼントや妖精の助けが、勉強のいい動機となっているのではない

かなとも予想している。 
また、サンタ・クロースは例えばアメリカのコカコーラのイメージキャラクターとして

も採用されていて、ディズニーの初期作品『サンタ・クロースの作業場』(1932 年)などで

もサンタ・クロースがキャラクター化されているので、アメリカ・太平洋文化コースで今

後、民間習俗について幾つかの国を比較しつつ卒論を書く時にも、今回の研究を役立てた

いと思う。 
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第三章 「研究旅行の日程」 
 
1 日目 8/31（土） 
 福岡→東京（成田空港） 

東京（成田空港）→ヘルシンキ [約 10 時間半] 
国内線に乗継 ヘルシンキ→ロヴァニエミ [約 1 時間半] 

 
2 日目 9/1（日）  

・サンタクロースバスに乗ってサンタクロース村を訪問 
・アルクティクム博物館 
・世界最北のマクドナルド 
・サンタクロースエクスプレスに乗ってロヴァニエミからタンペレへ移動 [約8時間] 

 
3 日目 9/2（月）  

・教育視察 1 日目【中学校編】 
    中 1～3 の数学の授業を見学、給食、先生方との面談 
 
4 日目 9/3（火）  

・教育視察 2 日目【小学校編】 
 小 4～6 の英語の授業を見学、給食、先生方との面談 
・ムーミン谷博物館、ピューニッキ展望台 

 
5 日目 9/4（水）  

・フィンランド鉄道でタンペレからヘルシンキへ移動 [約 1 時間半] 
・ヘルシンキ市内を巡検 

 
6 日目 9/5（木）  

・国立博物館 
・デザイン博物館 
・美術館キアズマ 

 
7 日目 9/6（金） ヘルシンキ→東京（成田空港）[約 10 時間半] 

≪機中泊≫ 
 
8 日目 9/7（土） 東京（成田空港）→福岡 
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第四章 「研究旅行の成果」 
 
 今回の研究旅行で種々の場所を訪問することができたが、主としてサンタ・クロース、

学校教育、妖精トントゥに焦点を当ててまとめたいと思う。 
 
第一節 「2 日目 9/1（日） サンタクロース村（Santa Claus Village, Rovaniemi）」 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘルシンキ空港から国内線で約 1 時間 20 分、あこがれのサンタ・クロースが待つロヴァ

ニエミへ向かった。サンタ・クロースのモデルとなったのは 4 世紀ごろ実在した聖ニコラ

ウスと言われている。聖ニコラウスの日は 12 月 6 日で、その前日は子どもたちへ贈り物を

する習慣があった。この風習が残り、オランダでジンタ・クロースと呼ばれていたのが訛

ってサンタ・クロースと発音されるようになった。サンタ・クロースが赤い衣装を着てい

るのは、聖ニコラウスが赤い司教服を着ているため、またキリスト教で重要とされる赤（キ

リストの血を表す）が由来になったという説がある。サンタ・クロースに宗教的な色彩を

取り入れることで、特別な働きをみたのかもしれない。 
サンタクロースバスに乗って森の中をさらに北へ進み、サンタクロース村に着いた。ク

リスマスシーズンでないからか、人はさほど多くなかった。BGM はハンドベル音のクリス

マスソングが流れており、冬の気分にさせてくれる。この村には、サンタ・クロースがい

るサンタ・クロース事務所（Santa Claus Office）、世界中の子どもたちからの手紙が届く

サンタ・クロース中央郵便局（Santa Claus Main Post Office）などの建物があり、サンタ・

クロース・ギフトハウス（Santa Claus Gift House）の中にあるインフォメーションセンタ

ーでは、北極圏通過証明書を発行することができる。 
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木造りで、内装が赤を基調にしたクリスマスの雰囲気のサンタ・クロース事務所に入り、

廊下や扉を幾つか通ると、奥にサンタ・クロースの部屋があり、何人かの観光客が面会の

ために列をなしていた。私の番になり中に入ると、赤い衣装を着て、白くて長い髭を生や

した、イメージそのままのサンタ・クロースが木造りの椅子に座っていて、来室を歓迎し

てくれた。ここでサンタ・クロースとは短い時間しか過ごせなかったが、私は自己紹介を

して、サンタ・クロース自身や、フィンランドのクリスマスや教育制度について調べてい

るということを英語で伝えると、優しくうなずいて、どこから来たのか、これからどこに

行くのか、どれくらいフィンランドにいるのかなどを聞いてくれた。この事務所では、う

わさどおり事務所の職員は皆、小人の妖精トントゥに扮していて、お手伝いをしていた。

そして、そのうちの一人に、「あなたたちのことを調べている」と伝えると、本をいくつか

紹介してくれたので購入した。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
＜北極線を飛び超える私＞    ＜ロヴァニエミに着くとサンタがお出迎え♪＞ 

 
 

ロヴァニエミを含むラップランド地方は、サンタ

クロース村の他にも様々な楽しみ方がある。全世界

で約 3 万 2000 店存在するマクドナルドの最北端の

店舗が、ロヴァニエミに存在する。フィンランド限

定で、一部のメニューでパンをライ麦パンに交換し

てくれるということで挑戦したかったのだが、フィ

ンランド語で淡々と注文の確認をされ、悔しくも食

べることができなかった。アルクティクム博物館は、

ガラスのドームが特徴的で、入ると声を上げたくな

るほど素敵な建築構造である。ラップランド地方の

野生動物のはく製や、サーメ文化についての展示、

オーロラが舞う空を横になって疑似体験できるシア

ターなど、北極圏の自然文化を堪能することができ
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る。また、ラップランド一帯はオーロラの観測率が高いことでも知られ、その幻想的なス

ペクタクル体験に惹かれて多くの観光客が訪れる。ロヴァニエミはクリスマスムードにあ

ふれたデザイン都市で、たまたま通りがかり目に留まったアトリエでのオープニングセレ

モニーに招いてくれたり、早朝から日が暮れるまで夫婦で仲良く散歩をする人をたくさん

見かけたりと、歩いているだけで幸せな気持ちになれる街でもあった。 
 

＜世界最北端のマクドナルド＞        ＜道端にあった看板＞ 
 
 
 
 
第二節 「3日目 9/2（月）教育視察 1日目／モイシオン・コウル中学校（Moision koulu, 

Tampere）」 

 

 ロヴァニエミ駅からサンタクロースエクスプレスに乗って、朝 5 時過ぎにタンペレに到

着した。早朝のタンペレは少し肌寒かった。なお、先方の都合で、視察できる課目は数学

と英語になった。 
 
 
◆教育視察 1 日目日程◆ 
11：00－11：30 昼食（学校の食堂） 
11：35－12：20 中学校 1 年生数学 
12：35－13：20 中学校 3 年生数学 
13：30－14：15 中学校 2 年生数学 
 
                         Moision koulu Tampere 
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教育視察 1 日目は、タンペレ市内から車で 30 分ほどの少し離れたところにある中学校

（Moision koulu）を訪問した。学校に着くと、生徒の進路相談を専門とするスクールカウ

ンセラーの先生が出迎えてくれた。給食の時間になると生徒たちはすぐに食堂に向かう。

バイキング形式のセルフサービスで、この日のおかずはレバーをいためたものと、コール

スローの 2 種類、ライ麦パン（クラッカーのようなもの）、牛乳だった。レバー嫌いの私に

は少し苦しかったが、先生や生徒たちはプレートにたくさん盛っていた。 
私の中学校時代と言えば、制服を着て、女子は髪をしっかり結んで・・・、と校則がと

ても厳しかったのだが、フィンランドの学校は違う。中学校に制服は存在せず、様々な髪

型の生徒がいる。さらに、ネックレスやピアスなどのアクセサリーをした生徒も見受けら

れ、校則に縛られている様子はなかった。担当の先生に英語でお話を伺うことができたの

で、その内容も含めて、以下にこの学校の特徴的だと思われることを概略的にまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）教室について 
・一つのクラスは 20 人前後であり、少人数であるため先生の目が全員に行き届き、生徒み

んなが授業に参加している様子が感じられる。授業中、寝ている人はまずいない。 
・教科書は無償であり、分厚い（2～3 ㎝くらい）。 
・黒板消しがスポンジであり、教室に手洗い場がある（チョークで黒板にかいたあと手を

洗える）。 
・一つの授業が終わると、生徒たちは一斉に次の授業の教室に移動をする。つまり、自分

の教室に先生がやって来るのではなくて、生徒が移動する。これは、科目ごとに対応し

た教室環境を整えているためであり、各教室にはその科目に必要な参考書や道具が設置

されている。これは教師にとっても、極めて教え易い環境である。 
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・クラス替えがなく、担任の先生も変わらない。これはその担任が可能な限り長期間、同

じ生徒を担当し、良好な人間関係を築き上げながら、学習や生活を支援する体制になっ

ている。 
 
（２）授業について 
・フィンランドの中等教育の教員はほとんどが大学院を出ていて、中学生たちは授業での

勉強が自分の学習の中心であり、そのため塾に行く人はほとんどいない。しかし、宿題

がある程度あり、学校から帰宅、宿題、翌日登校というサイクルである。 
・人口の6％程度がスウェーデン語を話すので、中学1年生からスウェーデン語も勉強する。 
・中学校の一年は 4 学期制で、冬休みは比較的長期間確保されている。ちなみに、高校は 5

学期制である。 
・クラスは一学年につき 9～10 クラスある。 
・とても驚いたことだが、掃除の時間がなく、業者から派遣されてきた人たちが掃除をし

てくれている。 
・小学校も中学校も高校まで給食があり、税金でまかなわれている。 
 
（３）高校入試について 
・スクールカウンセラーという授業があり、その専門の担当の先生がいて、綿密な進路相

談をしてくれる。 
・なんと、高校入試がなく、成績によって進学先が振り分けられる。したがって、授業に

対する生徒たちの熱心な姿勢が維持されているようである。また、成績が悪くても、こ

のカウンセラーの先生が個別に対応をしてくれるため、いわゆる落ちこぼれの状態がな

いような努力がなされている。 
・進学先は第 1 希望から、第 5 希望まで出すことができるので、生徒が家で親と確認して、

承諾を親からもらい、授業中に先生が再度、確認して、希望する高校にネットで申し込

む。 
・最近のフィンランドの中学生は専門学校を希望する生徒が約 60％、普通高校が約 40％で

ある。 
・中学生の将来の人気の職業は、教師、弁護士、医者であり、ここで「教師」を一番に挙

げていることは、やはり優れた教師に囲まれた生徒たちの素直な反応に思えた。 
 
（４）図書館 
・図書館での授業が週 1 回程度あり、生徒が習慣的に本を読む契機になっている。週ごと

に新しい本を借りて読み、授業が終われば持ち帰り、次の週までに読み終えたその本を持

参させる仕組みである。先生の話によると、概して、女の子の方が読書をよくするという。 
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（フィンランド語での気の張らない挨拶「どうも！」） 

 
 

 
ここで、この日学校訪問後に食べた、「マッカラ」

ついて紹介する。タンペレの人々が好んでよく食べ

ているというご当地グルメで、豚の血とライ麦でで

きている黒いソーセージである。これにベリーのジ

ャムをかけて食べるのが一般的だそう。グロテスク

な見た目からあまり食欲をそそられない。私の口に

はあまり合わなかった。 
 
                           
 
 
 
第三節 「4 日目 9/3（火）教育視察 2 日目／タンペレーン・イリョピストン・ノルマ

ーリコウル小学校（Tampereen yliopiston normaalikoulu, Tampere）」 

 

同じくタンペレでの教育視察を行った。 
 
 
 
◆教育視察 2 日目日程◆ 
09：00－09：50 小学校 4 年生英語 
10：10－11：00 小学校 6 年生英語で歴史 
11：00－11：40 小学校 5 年生英語 
11：40－12：10 昼食（学校の食堂） 
 
 
                      Tampereen yliopiston normaalikoulu 
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教育視察 2 日目は、市内からバスで少し行った所の小学校（Tampereen yliopiston 
normaalikoulu）を訪問した。前日の中学校を訪問した時にも職員室へ招いてくれたのだが、

フィンランドの学校の職員室は、日本の学校の職員室とはかなり違うことに驚いた。日本

の職員室は広い部屋に一人ひとりの机が整然と並んでおり、そこに先生たちは座って静か

に仕事をしているというイメージがある。しかし、フィンランドの職員室は個人のデスク

が無く、大きな机を先生たちが囲むように座って雑談をしているのだ。アットホームな環

境すぎて、私は最初、ここが職員室だと気付かなかった。聞いてみると、先生たちは学校

で仕事をするのではなく、家に帰ってそれぞれが授業準備や教材作りなどの仕事をしてい

るそうである。 
 

 
小学校での給食も、中学校と同じくバイキ

ング形式のセルフサービスで、この日の給食

はミートボール、コールスロー、マッシュポ

テト、ライ麦パン（クラッカーのようなもの）、

牛乳で、とても味わい深かった。ここでは英

語の先生と校長先生にお話を伺うことがで

きた。 
 

 
 
 
（１）教室について 
・1 年生から 6 年生まで生徒数は合計で約 900 人であり、小学校も中学校と同じく 1 年生

から 6 年生までクラス替えがないし、担任の先生も変わらない。 
・今は中学 1 年生からスウェーデン語を習っているが、2016 年から小学校 6 年生からにな

る予定である。これは、フィンランドにおいて、12 歳からフィンランド語だけでなく、

さらに 2、3 か国語を習得することが目標とされているためである。ちなみに、フィンラ

ンド人はほとんどの人か三ヶ国語の話者、トリリンガル（Trilingual）であり、フィンラ

ンド語とスウェーデン語と英語を話すそうである。 
・中学校に入学するときは、同じクラスになりたい友達の希望を出すことができる。 
 
（２）授業について 
・一つのクラスは 20 人前後であり、小学校 4 年生の英語の授業を見学した時は、なんと 9

人しか生徒がいなかった。生徒はみんな授業に積極的に参加しており、先生が全員に目

配りができる。 
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・中学校と同じで、小学校でも授業が終わると生徒たちが一斉に移動をする。 
・特に、小学校ではグループ学習が盛んであり、教室内の机の配置も中学校とは異なり、

幾つかの机をくっ付けてグループを作り、生徒同志でも学び合うという環境になってい

る。生徒たちは必要に応じて、場所を移動するなど、自由に学習している様子がとても

印象に残った。 
・小学校 6 年生になると、学校によっては、フィンランド語でなく英語で歴史を学ぶ。私

が視察に参加した時は、ちょうどイギリス人の大学生が教育実習で来ており、プロジェ

クターを使いながら授業を進めていた。クラスにフィンランド語が分からない生徒がい

れば、英語を話せる先生がその子に付き添っていた。誰一人として授業に参加していな

い人がいないという様子であった。「フィンランド教育は落ちこぼれをつくらない」とい

うのはこのことなのだと確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）休み時間について 
・昼食の後の休み時間になると、たくさんの生徒が外で遊ぶ。一番の人気はアイスホッケ

ーであり、冬にはアイスホッケー場で生徒たちはにぎわう。 
 
（４）クリスマス・シーズンについて 
・サンタ・クロースのいるフィンランドでは、やはりクリスマスというイベントを強く意

識している。クリスマスイブになると、子どもたちはトントゥに扮して、みんな良い子

にしているかを見に、隣の家に遊びに行くことがあるそうだ。 
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旅行日程にも書いたが、

学校訪問を終えたあとは

ピューニッキ展望台へ向

かい、そこのカフェにある

フィンランド No.1 と言われている、ムンッキ（ドーナッツ）

を食べるという予定を立てていた。しかし、展望台までの道の

りは長く、見渡せば周りは森ばかりになっていることに驚き、

気付けば道に迷ってしまっていた。結局、展望台には辿りつけ

なかったのだが、フィンランドの自然を体で感じることができ

たと思う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜森の中で、ひとりたたずむ私＞         ＜ムーミン谷博物館＞ 
 
 
 
第四節 「4 日目 9/3（火）～9/5（木） ヘルシンキ巡検」 

 
フィンランドの南に位置する首都ヘルシ

ンキは、都会的なショップやレストランが立

ち並び、大きすぎない規模の街と、親しみや

すい人々の空気が私は気に入っている。この

研究旅行を実行する以前に、ここフィンラン

ドのヘルシンキを舞台とした映画「かもめ食

堂」を鑑賞した。右図はヘルシンキ中央駅の

すぐそばに立つ中央郵便局。→→→ 
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「かもめ食堂」 
サチエ（小林聡美）はヘルシンキの街角に小さな日本食の店「かもめ食堂」を開店した。

やさしいけれど、きりっとした潔さをもったサチエを取り巻く、 
普通だけどなんだかおかしい人々。旅をしようと世界地図を広げて、 
目をつぶって指した所がフィンランドだったというミドリ（片桐はいり）と、 
両親の介護の果て、息抜きにフィンランドへ来たもののロストバゲージに遭う 
マサコ（もたいまさこ）は妙な巡り合わせでかもめ食堂にたどり着く・・・ 
キャッチコピーは、ハラゴシラエして歩くのだ。 
 
 
この映画ののんびりとした空気感がヘルシン

キの姿そのものなのだ。サチエとミドリが出会

い、「ガッチャマンの歌」を口ずさみながら歌詞

を書く姿が印象的なシーンは、アカデミア書店 2
階のカフェ・アアルトである。建物内は吹き抜

けになっており、各階から書棚を見渡せる開放

的な造りになっている。フィンランドを代表す

る建築家アルヴァ・アアルトのデザイン。 
 

 ＜この港から世界遺産スオメンリンナ島へ    ＜夏はベリー系の果物が多い＞ 
 行くことができる＞ 
 
上の写真は南港に面した広場の様子である。ここでは、マーケットが開催されており、

新鮮な野菜や果物、生花が並ぶ中、観光客向けのみやげ店も軒を連ねる。ここ港付近では、

紛失した荷物を問い合わせたり、見知らぬ人に猫を預けられたり、マサコのコミカルなシ

ーンが多い。 
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街の中心に位置する大通りに囲まれた、市民の憩いの場所、それがエスプラナーディ公

園である。アイスクリームを食べたり、コーヒーを飲んだりしながら、芝生やベンチに座

ってのんびり過ごす市民であふれ返っていた。週末は大道芸やアート系のイベントも盛ん

に行われている。 
 

     ＜デザイン博物館＞  

   
＜国立近代美術館キアズマ＞          ＜国立博物館＞ 
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第五章 「考察と参考資料」 
 
 私は、日本で入手しにくかったフィンランドの妖精トントゥの絵本を購入することを楽

しみにしていたが、本屋で偶然、マウリ・クンナス（稲垣美晴訳）『フィンランドのこびと

たち トントゥ』（文化出版局, 1982）の英語版を目にした。やはり、元のフィンランド語

版だけでなく、英語版もあるということは、この本が代表的な妖精物語であり、フィンラ

ンドでもよく読まれていることを示していると言えるだろう。教育視察でも聞いたことだ

が、フィンランドでは家庭での読み聞かせが定着しているとのことで、学校でもサンタ・

クロースや妖精をテーマにした物語に親しんでいると思う。 
そこで、最後に考察として、実地の研究の考察と共に、この本の紹介と分析をしたいと

思う。この本は、妖精トントゥに関する短編の寄せ集めであり、次のような話から成り立

っている。ここでは便宜上、番号を付けている。 
 
(1) 屋根裏でバイオリンをうるさく弾いているトントゥが家中の人々を寝不足にした話。 
(2) 畑仕事がはかどるようにとパンをトントゥにささげていた人の話。 
(3) かまどの上で居座るトントゥの話。 
(4) 家をきれいに整頓していないと怒って家の中をもっと散らすトントゥおばさんの話。 
(5) 煙突がないサウナの中に住み、すすで真っ黒な鼻を自慢にしていたトントゥの話。 
(6) まきや粉（小麦粉）を他の家から自分の住み着いている家に運んで来てくれるトントゥ

の話。 
(7) 迷子だと思って連れて帰って来た子どもがトントゥで、ボタンを家にたくさん持ち帰っ

てくれた話。 
(8) 新しい服をもらったトントゥが掃除をしなくなったものの、再び服が汚れると掃除に夢

中になった話。 
(9) 馬のしっぽを三つ編みにするなど、動物好きなトントゥの話。 
(10) 燃え過ぎたまきを暖炉から取り出して、家を火事から守ったトントゥの話。 
(11) 熊と取っ組み合いのけんかをするトントゥと水車で粉を引くトントゥの話。 
 
 これらの(1)から(11)までの話から、妖精トントゥの役割は一言で言うと、家庭を守るとい

う点にあると思う。たまにはいたずらをすることもあるが、熊とけんかして家庭を守ると

いう話からは、実際に、森の国フィンランドの人々の家に熊が現れて人々の生活を脅かし

ていることが容易に想像できるし、火事から家を守るトントゥの話は、フィンランドには

木造家屋が多いこととも関係があるだろう。 
 また、上記の話の所々に記されていることには、次のようなものがある。 
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昔はどの家にも、サンタ・クロースより歴史が古いとされるトントゥが住んでいて、家

を守る守り神だった。暗い所が好きで、夜中に活動していた。大抵のトントゥは何百年も

生きていて、子どもの背格好で、三角帽子をかぶっていることがその特徴である。トント

ゥがいることを信じていない人もいるが、フェートゥ、サラパッキ、ニッペ、マヌなど、

様々な名前を持っている。そして、トントゥは、酔っ払いやトランプが大嫌いだとされて

いる。トントゥを信じていなかった家の主人が、その家のおばあさんがトントゥに用意し

ていたおかゆは、貧しい人のためのものだと思い込んでいた話が示しているように、トン

トゥを信じない人もいるとされている。クリスマスは畑仕事の終わりを祝う祭りでもあり、

キリストの誕生前、人々はその時期にはトントゥと過ごしていたという。そして、クリス

マスの時期には、人々はサウナに行く前に、食卓の上にトントゥのために食事を並べてい

たため、トントゥはクリスマスが大好きだったという。 
 ここで興味深いのは、キリスト教以前から存在する妖精トントゥが、イエス・キリスト

の誕生日を祝うクリスマスを喜んでいるという話である。明らかに、トントゥはキリスト

教以前の民間習俗だが、この話はフィンランドの民間習俗とキリスト教が共存しているこ

とを示している。フィンランドの宗教は、16 世紀のマルティン・ルター(Martin Luther,1483
年－1546 年)による宗教改革の流れをくむルター派のプロテスタント・キリスト教が主流で

あるが、このキリスト教と土着の民間宗教に近いものがお互いに排除することなく、見事

に調和している。 
 このような現象は、教育視察で確認したように、本来キリスト教の行事であるはずのク

リスマスイブになると子どもたちがトントゥに扮して、みんな良い子にしているかを見に、

隣の家に遊びに行くことにも現れていると思う。サンタ･クロース村でも、そこの事務所の

職員が皆、妖精トントゥに扮していて、キリスト教に由来するはずのサンタ･クロースのお

手伝いをしていたことも、同様である。 
 また、フィンランドのルター派のキリスト教は、時として地域によっては、保守的な形

を取る場合もあるそうで、そのようなキリスト教の場合は、アメリカのピューリタン的な

厳格なキリスト教と同じように、飲酒や日曜日のスポーツやゲーム遊びを禁止していたこ

とも想像できる。もし、そうだとしたら、酔っ払いやトランプが大嫌いだとされているト

ントゥの話は、民間宗教が人々に、厳格なキリスト教の習慣を守るようにと勧めているこ

とになり、ここでも、両者は対立していないと言えるだろう。トントゥを信じていなかっ

た家の主人が、その家のおばあさんが貧しい人におかゆをあげていると思い込んでいた話

は、貧しい人々への施しというキリスト教の教会の活動が背景にあるのではないだろうか。 
 このように、フィンランドでは、一般に大人社会では架空の存在であるサンタ･クロース

やトントゥなどが、各地でリアルなものとして活躍していて、子どもたちの生活の励みに

なっているようである。また、人気のサンタ･クロースやトントゥが、絵本のなどの物語の

登場人物としても取り上げられることで、読み聞かせで話を聞く子どもの理解力の向上に

も、ある役割を果たしているはずである。 
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 さらに、フィンランドについて調

べているうちに分かったことだが、

朝日新聞のグローブ（The Asahi 
Shimbun GLOBE, May19 Sun – 
Jun 1 Sat, G5）が特集していた「国

際ＮＧＯトランスペアレンシー・イ

ンターナショナル」（政治の透明度

ランキングの調査団体）の発表によ

ると（2012 年）、フィンランドを含

む北欧の政治の透明度が高く評価さ

れている（右図参照）。政治の透明度

とは、公的選挙の仕組みの公開性、

税金の使途の明快さなどに基づく指

標である。 
 
このニュースを見て、幼少期からサンタ・クロースや妖精の存在を身近に感じているフ

ィンランドの教育環境との関係を改めて考えてみた。フィンランドでは、この現実の世界

において、そのような人間を超えた存在がいて、人間を見守っている、または、見張って

いると幼少期から教育されていて、そういう環境の中で育った子どもたちが大きくなって、

政治にかかわっていき、政治の透明度につながっているのかなと思った。 
私は将来のことは未定であるが、サンタ・クロースから聞かれたように、自分が「どこ

から来たのか」、「これからどこに行くのか」という問いを胸に抱きつつ、機会があれば再

びフィンランドを訪ねてみたいと思う。その時には、今回見られなかったオーロラを見た

り、フィンランドが発祥の地とされるサウナを楽しんだりもしてみたい。 
 

 
 

最後に、このような貴重な機会を与えてくだ

さった国際文化学部の先生方、親身になってア

ドバイスをくださった宮平先生、ひとり旅を心

配しながらも応援してくれた家族と友人に感

謝の意を述べたいです。本当にありがとうござ

いました。 
 

 
 

腐敗認識指数ランキング トップ 25 
1 デンマーク 14 香港 
1 フィンランド 15 バルバドス 
1 ニュージーランド 16 ベルギー 
4 スウェーデン 17 日本 
5 シンガポール 17 英国 
6 スイス 19 米国 
7 オーストラリア 20 チリ 
7 ノルウェー 20 ウルグアイ 
9 カナダ 22 バハマ 
9 オランダ 22 フランス 
11 アイスランド 22 セントルシア 
12 ルクセンブルク 25 オーストリア 
13 ドイツ 25 アイルランド 
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